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秋
の
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
永
年
、
警
察
業
務
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
人
か
ら
は
、
決
し
て
狭
く
な
い
県
内

の
殆
ど
の
地
を
勤
務
さ
れ
た
苦
労
話
を
聞
き
ま
し

た
。　

ま
た
、
市
報
を
音
声
と
し
て
テ
ー
プ
に
吹

き
込
み
、
視
覚
障
害
者
に
届
け
る
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
お
ら
れ
る「
う
つ
ぶ
き
赤
十
字
奉
仕
団
」の

活
動
に
つ
い
て
、
改
め
て
吉
田
綱
司
さ
ん
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
私
の
つ
た

な
い
文
章
も
そ
の
ま
ま
朗
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
冷
や
汗
が
出
る
思
い
で
し
た
が
、
市
報
の

全
ペ
ー
ジ
を
吹
き
込
む
そ
の
量
の
多
さ
や
、
図
や

グ
ラ
フ
な
ど
の
表
現
に
難
し
さ
が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
何
に
も
ま
し
て
、
期
日
を
遅
ら
せ
な
い

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
原
稿
の
締

切
日
が
守
れ
な
い
私
な
ど
、
反
省
し
な
が
ら
、
市

報
を
市
民
み
ん
な
の
も
の
と
す
る
た
め
に
ご
努
力

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

同
じ
こ
ろ
、
本
市
で
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た

童ど
う
も
ん門

冬ふ
ゆ
じ二

さ
ん
の
書
か
れ
た
本
の
中
に
、「
自
分

の
不
幸
を
胸
の
中
に
秘
め
て
、
そ
れ
を
逆
に
民

衆
へ
の
愛
情
に
変
え
た
地
域
経
営
」
を
実
現
し
た

保ほ
し
な科

正ま
さ
ゆ
き之

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
興
味
深

く
読
み
ま
し
た
。
私
が
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
他

人
の
光
で
自
分
を
光
ら
す
な
」と
い
う
こ
と
で
す
。

役
柄
上
、
と
も
す
れ
ば
色
々
な
人
と
知
り
合
う
機

会
が
あ
り
ま
す
が
、
著
名
で
あ
る
こ
と
や
実
績
が

あ
る
こ
と
は
相
手
方
で
あ
る
こ
と
を
自
戒
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
関
金
小
学
校
前
の
水
辺
の
楽
校
で
河
川

の
清
掃
を
行
な
っ
た
際
、
来
春
鳥
取
キ
タ
ロ
ウ
ズ

に
加
入
す
る
米
子
の
高
校
生
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
厳
し
い
山
陰
の
冬
を
乗
り
越
え
、
若
者
が
一

歩
を
踏
み
出
す
春
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
し
た
。

Ｃ　谷口ジロー『遥かな町へ』小学館

 

壁
を
越
え「
あ
り
が
と
う
」

　
　
　

       　

倉
吉
市
長　

長
谷
川　

稔

第１回　山陰KAMI あかり
公募型あかり展

　11月18日（土）午後５時から、白壁土
蔵群の赤瓦を中心に、第１回山陰 KAMI
あかりの中で、公募型あかり展が開催さ
れました
　会場には、公募で集まった 90 点の作
品が並べられ、和紙をとおしてあたたか
な灯りをともしていました。
　審査の結果は次のとおりです。
《一般の部》
優勝　富田葉子さん「ぬくもり」
２位　小澤雅美さん「線の構成」
３位　平木幸江さん「木の葉の舞」
《小中高の部》
優勝　山田雪乃さん「ダックキャップ」
２位　倉吉総合産業高校　「華」
３位　福山貴大さん「ハイビスカス」
《特別賞》
　大村新世界さん「かごの中の梨」

▲山田雪乃さん作品
　「ダックキャップ」

　第17回上北条まつり
　上北条地区にとって、恒例のイベントになっている、

第17回上北条まつりが 11月５日（日）、盛大に開催され

ました。

　当日は好天に恵まれ、開会前からたくさんの地域の

皆さんが来場されるなど、会場の公民館は終日大にぎ

わいでした。

　特に今回は、倉吉総

合産業高校が授業の一

環として、地域住民の

皆さんとの交流を主目

的に、企画の段階から

初めて祭りに参加しま

した。

　当日の屋台村に出

店された「くらそうや」

は、活気ある生徒皆さ

んの接客態度が好評

で、地域の皆さんとの

交流が深まりました。
※問合せ先：上北条まつり実行委員会（あ２６－１７６３）

　

11
月
12
日（
日
）、
今
年
で
第
６
回
と
な
る
加

藤
伸
一「
少
年
野
球
教
室
」が
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
野
球
部
11
チ
ー
ム
か
ら
総
勢
１
３
５
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
加
藤
伸
一
さ
ん
を
は
じ
め
、
こ

の
秋
に
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス

を
退
団
さ
れ
た
金
田
政
彦
さ
ん
、
元
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
浜
名
千
広
さ
ん
の
３

人
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
加
藤
さ
ん
が「
野
球
の
基
本
は

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
か
ら
」
と
言
う
話
か
ら
は

じ
ま
り
、
投
手
・
野
手
・
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練

習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
、
河
北
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
主

将（
６
年
生
）
の
松
井
彰あ
き
ほ秀

く
ん
は
、「
ピ
ッ
チ

ン
グ
で
ひ
じ
の
使
い
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

ど
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
も
投
げ
方
は
同
じ

な
の
で
、
今
日
教
わ
っ

た
こ
と
を
今
後
の
練

習
に
役
立
て
ま
す
」
と

指
導
を
受
け
た
後
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

※
問
合
せ
先

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　

（
あ
２
２

－

８
１
６
７
）

加
藤
伸
一「
少
年
野
球
教
室
」

▲向かって右から、加藤さん、金田
さん、浜名さん

富田葉子さん作品 ▼

　「ぬくもり」
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■第18回倉吉市公民館まつり（舞台発表の部）
と　き：１２月２日（土） 13：00～15：30　（12：00開場）
入場料：無料
※問合せ先：生涯学習課（あ 47―1182/い 47－1180）

■第20回定期演奏会
　「打吹音楽倶楽部ブレーメンバースデーコンサート」
と　き：１２月３日（日） 14：00～16：00
入場料：全席自由 一般 500円、小・中学生300円
　　　　　　　　　　　　　　　　　（未就学児無料）
※問合せ先：打吹音楽倶楽部ブレーメン事務局　

　　　　　　　　　　　　　（あ 22―2185）

■イッツフォーリーズ公演
　ファンタジーミュージカル 「霧のむこうのふしぎな町」
と　き：１２月９日（土） 14：30～16：35
入 場料：全席指定 ペア券3,500円、大人3,000円(2,500円)、
中・高・大学生1,500円、小学生以下 1,000円 ※(  )内は
財団友の会、団体10人以上料金、※当日は500円増
※ ペア券は大人＋小学生以下（小学生以下は４歳～小
学生）　

※３歳以下は入場不可
※託児サービス有り（無料：要事前予約）
※問合せ先：倉吉未来中心（あ 23―5391/い 47－0255）

■パイプオルガンの夕べ Ｓpecial 米山麻美コンサート
と　き：１２月３日（日）14：00～15：30
ところ：アトリウム
入場料：無料
※問合せ先：倉吉未来中心（あ 23―5391/い 47－0255）

■第４回鳥取県ジュニア美術展覧会
と　き：１２月９日（土）～１７日（日）9：00～17：00
ところ：アトリウム
入場料：無料
※問合せ先：鳥取県教育委員会文化課（あ 0857－26―7760）

■平成18年度古典芸能に親しむ環境づくり事業
　古典芸能体験教室（狂言）
と　き：１２月１６日（土）13：30～15：00
ところ：リハーサル室
入場料：無料（要事前申込）
※問合せ先：鳥取県文化観光局文化政策課

　　　　　　　　　　　　　　　　　（あ 0857－26―7839）

■パイプオルガンの会
　ＦＲＥＥ　ＣＯＮＣＥＲＴ
と　き：１２月２５日（月） 18：00～21：00
ところ：アトリウム
入場料：無料
※問合せ先：パイプオルガンの会（清水）（あ 22―3597）

■お手玉教室
と　き：１２月２日（土）、１６日（土） 13：30～15：00
ところ：第１研修室
対　象：だれでも参加できます。（当日受付）
参加費：無料
※問合せ先：生涯学習課（あ 47―1182/い 47－1180）

■たのしいレクリエーション
と　き：１２月９日（土）10：00～12：00　13：00～15：00
ところ：第１研修室
内　容：クリスマス・ダンスパーティー
対　象：だれでも参加できます。（当日受付）
参加費：無料
※問合せ先：生涯学習課（あ 47―1182/い 47－1180）

■フリーマーケット
　「くらよし大市」
と　き：１２月２４日（日） 9：00～12：00
　＊ 毎月最終日曜日開催。　ただし、平成19年１月と２
月のフりーマーケットは休止。３月から再開　

ところ：ふれあい広場
※問合せ先：くらよし大市運営委員会（あ070―6341―4598）

倉吉未来中心　大ホール

ふれあい広場 ほか

アトリウム　そのほか

倉吉交流プラザ

が  12／3С　手芸品展示販売 ９時～12時

が  12／6 Ф　折紙教室 10時～12時　赤瓦ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ
が  12／９Ч・10С　赤瓦骨董市 9時～17時

　                                              赤瓦ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ

が  12／10С 戸板市 9時～12時

　　　　　　　　　　　　赤瓦１号館東側駐車場

※問合せ先：㈱赤瓦　（あ23-6666/い23-6667）

　年末は12月31日午後１まで営業、年始は１月１日

12時から営業します。

赤瓦イベント情報 12月
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こ
れ
ら
は
11
月
16
日
現

在
の
も
の
で
、
一
部
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　KURAYOSHI CITY LIBRARY

市立図書館
KURAYOSHI MUSEUM
倉吉博物館

■～大掃除シーズン！ご協力ください～
＊図書館の本、眠っていませんか？
　うっかり借りたままになっている
本はありませんか？年内に返却して
家も心もすっきり新年を迎えましょ
う。なお、休館中の本の返却は入口
右横の「ブックポスト」をご利用くだ
さい。
＊捨てないで！その本。まだまだ役
に立ちますよ
　本の寄贈を受け付けています。倉
吉市や鳥取県内のことについて書か
れた本、鳥取県出身者が書いた本。（特
に古い出版の本、冊子大歓迎）利用の多い新刊書、絵本も
受付けています。（書込み、破損本はご遠慮ください）
　ご寄贈いただける場合はお手数ですが図書館窓口まで
お持ちください。
● 12月の展示コーナー
〇三徳山～開山1300年～（12月5日～24日）（倉吉館のみ開催）
〇クリスマス特集　　　
　クリスマスの準備に、読み聞かせにどうぞ
　　　　　　　　　　　　　　（12月１日～24日）

■筒形器台

　装飾を施した須恵器の器種の一つに、「筒
つつがた

形器
き

台
だい

」と呼ばれる供献用の土器があります。

　５世紀代に朝鮮半島から伝えられた須恵器

の一種で、筒状の本体に壷
つぼ

をのせる半球形の

受け部をもち、裾広がりの台脚がつきます。

これに鹿や亀などの小像を飾りつけたものを

特に「配像筒形器台」と呼び、朝鮮半島のなか

でも伽
か や

耶地方（現在の韓国南部地域）に源流が

求められます。

　日本国内では類例の少ない土器ですが、平成

元年に市内小田の向山46号墳からこの種の土器

が発掘調査で出土しました。

　高さ44cmのすらりとした筒形器台で、動物な

どの小像はありませ

んが、勾
まがたま

玉形や円形

の装飾があります。

　この筒形器台は、

古墳の周溝から発見

されたもので、被葬

者に供えられた状態

で出土しました。

　本例のように供献

した状態で出土す

ることは　珍しく、

葬
そ う そ う ぎ れ い

送儀礼の実態を知

るうえで大きな手掛

かりとなる貴重な資

料です。
※問合せ先：倉吉博物館（あ 22－4409 い 22－4415）

倉吉市立図書館
　あ 47―1183
　い 47―1108
せきがね図書館
　あ /い 45―2523
http://www.lib.city.

kurayoshi.tottori.jp/

□
○ ◇ △
□
○ ◇

12月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

２ ３ ４ ５ 1 2
４・11・18・25日は休館日
21日は資料整理休館日
12/29～31は年末休館

○おはなしかい（14：00～）倉
□むかし話をきく会（14：00～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい（11：00～）倉
△おはなしかい（10：30～）  関
　年始は１月４日から開館します

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1/1 2 3 4 5 6

　
　

展
覧
会
・
展
示
会

《
倉
吉
博
物
館
》
■
第
28
回
蘭
芝
会
展
〜
３
日　

■
第
４
回
鳥
取
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会
９

日
〜
17
日 

■
鳥
取
県
写
真
家
連
合
合
同
展
22

日
〜
28
日

《
百
花
堂
》
■
吉
田
公こ

う

の

す

け

之
介
織
展
〜
５
日　

■

小お
ば
ら原

雅ま
さ
や也

個
展
７
日
〜
13
日　

■
あ
り
の
み

工
房
・
古
澤
順
子
染
織
展
15
日
〜
21
日　

■
三

島
右う

こ

う畊
新
春
向
色
紙
展
23
日
〜
29
日　

■
新

春
作
家
五
人
展
１
月
２
日
〜
８
日

《
民
藝
画
廊
》
■
桑く

わ

だ田
高た

か
ゆ
き行

写
真
展『
リ
ラ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
』５
日
〜
11
日

　
　

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
陸
上
競
技
場
》
■
第
７
回
長
距
離
記
録
会

３
日

《
市
営
武
道
館
》
■
鳥
取
県
柔
道
連
盟
中
部
地
区
秋

季
柔
道
段
級
審
査
会
３
日

《
関
金
農
林
漁
業
者
等
健
康
増
進
施
設
》
■
倉
吉

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会
３
日

▲筒形器台と壷（向山46号墳）



広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
秘
書
広
報
課

（
あ
２
２
ー

８
１
６
０
い
２
２
ー

８
１
４
４
）

有
料
広
告
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除
雪
作
業
に
ご
協
力
を･
･
･

　

今
年
も
降
雪
期
を
迎
え
、
市
民
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
市
道
の
う
ち
、
主
要
幹
線
や

バ
ス
路
線
は
市
で
除
雪
を
行
い
ま

す
が
、
集
落
内
市
道
、
生
活
道
路

の
除
雪
に
つ
い
て
は
住
民
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
の
で
路
上
に
障
害
物
を
置
い
た

り
、
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

３
．「
家
の
前
を
苦
労
し
て
雪
か
き

し
た
の
に
、
除
雪
車
が
来
て
雪
を

積
み
上
げ
て
い
く
」
な
ど
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
屋
が

密
集
し
て
い
る
道
路
で
は
除
雪
作

業
上
や
む
を
得
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

４
．
市
道
上
に
は
み
出
し
て
い
る

樹
木（
特
に
竹
）
な
ど
は
除
雪
機
械

の
作
業
に
支
障
と
な
り
除
雪
作
業

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

降
雪
期
ま
で
に
点
検
を
行
い
所
有

者
、
自
治
公
民
館
で
撤
去
な
ど
の

処
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

建
設
課
（
あ

２
２

－

８
１
６
９
／
い
２
２

－

８
１
７
９
）

市
営
温
水
プ
ー
ル

回
数
券
特
売
日

　

市
営
温
水
プ
ー
ル
は
今
年
の
４

月
か
ら
、
第
２
、
第
４
月
曜
日
の

営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
営
温
水
プ
ー
ル
で
は
、
な
お

一
層
の
ご
利
用
を
い
た
だ
く
た
め

に
、
月
曜
営
業
日
を
回
数
券
特
売

日
と
し
１
冊（
12
枚
つ
づ
り
）
ご
購

入
に
つ
き
招
待
券
を
１
枚
進
呈
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

特
売
日

：

12
月
11
日
・
25
日
／
１

月
８
日
・
22
日
・
29
日
／
２
月
26

日
／
３
月
12
日
・
26
日

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
市
営
温
水
プ
ー
ル

（
あ

４
７

－

１
１
８
６
／
い

４
７

－

１
１
８
７
）

デイタイムプレー

について
･お食事はプレー前にお願いし

 ます。

･ロッカー、お風呂、貴重品ボッ

 クスは使用できません。

・その日のエントリーによっては、

 時間が遅れる場合があります。

７時台プレー　　７：００より開館
プレーフィー　
　平日

　土日祝　

デイタイムプレー
午前11時20分～ プレーフィー　４,５００円

メンバー様　３，５００円
ビジター様　４，５００円
メンバー様　４，５００円
ビジター様　５，５００円

「遠く倉吉を想う」（仮称）投稿募集
県外の家族や知人へお知らせください

　倉吉市（旧関金町含む）出身で、県外在住か県外の大

学などへ進学している人を対象に、県外から倉吉につ
いて、人、物、風景や思い出などを投稿していただき、
改めて倉吉の魅力や足りないものを、「市報くらよし
（１月１日号）」に掲載し、新春に再認識します。
対　象：倉吉市出身で県外在住の人
投 稿方法：インターネット（メール）や封書で、倉吉の
想い出の場所、人、物や思い出を１つのタイトルに
して、それにまつわるコメントやエピソードなど
200字（原稿用紙半分）以内の文書にし、本人の顔写
真を添えて、現住所、倉吉の出身地（町名）、年齢を
書いて送付ください。

　※ 送っていただいた写真や文書はお返しできません
ので、ご了承ください。

募集方法および期間
   11月10日（金）～12月15日（金）　当日消印有効
選考方法：応募者多数の場合は、選考し決定します。
掲載件数：１４件程度

＜投稿記載例＞

住所：東京都港区、名前：倉吉一郎、年齢：45 歳、　

出身地：福庭

県外への転出理由：高校卒業と同時に上京

タイトル：「大平山」

「生まれた福庭を見下ろすように大平山があり、学校

から帰ると、春はユリ採り、夏は虫、さわがに取り、

秋はアケビ、栗採り、冬は肥料袋で雪ぞり遊びと一年

中大平山をかけまわっていました。大平山のどこに何

時ごろ、何がなっているか、全部知っていました。都

会では季節感が感じられません。退職したら故郷へ

帰って、孫と一緒にまた大平山を散策したい」

送付先

〒 682-8611　鳥取県倉吉市葵町 722

　　　　　　倉吉市役所秘書広報課

　　　　　　「遠く倉吉を想う」投稿係　宛

※問合せ先：秘書広報課

　　　　　　（あ 0858-22-8160 ／い 0858-22-8144）




